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☆適性検査 資料の調べ方　2023年 奈良市立一条高等学校附属中学校 解答①

表より,記録を小さい順に並べると次のようになります。

解答解答

20 403020 4020 4030 3030

10１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

3027 3028 3226 28 32 35

3027 3028 3226 28 32 35

データの数は10個なので,中央値は,５番目と６番目の記録の平均値となります。

エをふくめない状態では,５番目と６番目は30で,エがどのような記録では,５番目と６番目の

とちらかは必ず30となります。

●＋30＝29.5×２

●＋30＝59

●＝59－30＝29

となり,29の記録はないので,エが29となることがわかります。

偶数個

５番目 ６番目

よって,(●＋30)÷２＝29.5となる●を求めると,

29 ……(答え)

(１)

①について,平均値は,与えられたデータの合計値をデータの数で割ったものです。つまり,10人の

記録の平均が22mだとすると,合計値は10人の平均値(22m)を10倍した220mになります。

よって,いつでも正しいといえます。

②について,平均値が22mでも,22mより長い記録の人と,22mより短い記録の人の数は同じとは

限りません。例えば,10人の距離記録が以下のような場合を考えてみましょう。

A君：19m,B君：20m,C君：21m,D君：21m,E君：21m,F君：22m,G君：22m,H君：23m,I君：23m,

J君：28m

この場合,平均値は22mになりますが,22mより長い記録を持つ人が３人で,22mより短い記録を持つ

人が５人で,同じではありません。

よって,②いつでも正しいとはいえません。

③について,平均値が22mであるからといって,必ずしも最も人数が多い記録が22mであるとは限りま

せん。例えば,10人の距離記録が以下のような場合を考えてみましょう。

A君：20m,B君：20m,C君：21m,D君：21m,E君：21m,F君：22m,G君：22m,H君：23m,I君：23m,

J君：27m

この場合,平均値は22mになりますが,最も人数が多い記録は21mになります。

よって,③はいつでも正しいとはいえません。

①：〇,　　②：×,　　③：× ……(答え)

５人

最も多い

３人



『恋する 中高一貫校適性検査』http：//ameblo.jp/tekisei-kensa/

☆適性検査 資料の調べ方　2023年 奈良市立一条高等学校附属中学校 解答②

表より,記録を小さい順に並べると次のようになります。

3027 3028 3226 28 32 35

3027 3028 3226 28 32 35

データの数は10個なので,(10＋１)÷２＝5.5より,中央値は少ない方から５番目と６番目の記録の

平均値となります。

●＋30＝29.5×２

●＋30＝59

●＝59－30＝29

となり,29の記録はないので,エが29となることがわかります。

偶数個

５番目 ６番目

よって,(●＋30)÷２＝29.5となる●を求めると,

29 ……(答え)

(２)

中央値は,データを小さいものから順に並べたとき,ちょうど真ん中にある値のことをいいます。

データが奇数個のときは,その中央の値で,データが偶数個のときは,

中央の２個のデータの平均値となります。 

例えば,６人の生徒がテストを受け,点数が低い順に70点,75点,75点,

85点,90点,95点だった場合,データの数の６は偶数なので,

中央値は,少ない方から３番目(75点)と４番目(85点)の記録の平均値

となります。

よって,中央値は,(75＋85)÷２＝80(点)になります。

中央値

中央値

真ん中がない

＋

２

奇数個

偶数個

データの数に１を
足して２で割る

－0.5
＋0.5

エをふくめない状態では,５番目と６番目は30で,エがどのような記録でも,５番目と６番目のどちらか

は必ず30となります。


